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明
治
初
年
の
死
刑
勲

六
〇

（
六
〇
）

明
　
治
　
初
年

の

死

刑

数

手

塚

田粧

豆

　
わ
が
國
に
お
け
る
全
國
的
な
刑
事
統
計
の
蒐
集
は
、
明
治
五
鉦
－
に
司
法
省
が

亥
の
布
告
を
螢
し
た
時
に
は
じ
ま
る
。

　
　
壬
申
正
月
十
三
日
　
司
法
省
第
一
號
布
告

　
於
各
府
縣
庭
臨
致
候
一
年
内
之
刑
奥
別
紙
雛
形
之
通
行
刑
表
ヲ
以
翌
年
正
月

　
中
二
當
省
へ
可
屈
出
事

　
　
但
昨
末
年
之
行
刑
ハ
來
二
月
十
五
日
迄
二
可
屈
出
候
事

　
こ
の
布
告
に
は
、
新
律
綱
領
の
刑
名
別
に
（
答
・
杖
・
徒
・
流
・
死
）
、
人
員

を
詳
し
く
記
入
す
る
「
行
刑
表
」
の
雛
形
と
、
ム
、
の
記
入
方
法
を
説
明
し
た
「
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　

刑
表
羅
例
」
全
五
力
條
が
附
載
さ
れ
て
い
ろ
。
。
こ
の
布
告
に
も
と
づ
き
、
明

治
四
年
以
降
の
刑
事
統
計
は
司
法
省
に
集
め
ら
れ
た
筈
で
あ
り
、
奮
司
法
省
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ノ

も
明
治
五
年
の
「
行
刑
表
」
は
所
藏
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

は
遺
憾
な
が
ら
そ
の
原
本
を
見
る
機
會
を
も
た
な
い
。

　
一
般
に
利
用
さ
れ
る
刑
事
統
計
は
、
「
刑
事
統
計
年
報
」
か
又
は
「
日
本
帝
國

　
　
　
　
　
　
　
デ
む
レ

統
計
年
鑑
」
で
あ
る
。
前
者
は
明
治
八
年
に
「
刑
事
綜
計
表
」
と
い
う
名
構
で

始
め
て
編
纂
さ
れ
、
第
四
同
す
な
わ
ち
明
治
十
一
年
度
分
か
ら
前
記
名
構
に
改

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ウ
（
蝋
薪
翻
柞
繊
×
後
者
は
第
一
同
が
明
治
十
五
年
に
出
版

さ
れ
た
が
、
刑
事
統
計
は
明
治
九
年
度
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
腓
唯
祉
略
）
。
そ

れ
が
た
め
、
明
治
初
年
の
死
刑
敷
も
一
般
に
到
明
し
て
い
る
の
は
、
明
治
八
年

以
降
で
あ
つ
て
、
現
在
の
刑
事
法
學
者
の
研
究
に
引
用
さ
れ
る
敷
字
も
、
そ
れ

以
前
に
は
及
ば
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
例
え
ば
李
野
龍
一
氏
の
「
我
が
國
の

　
　
　
（
4
）

死
刑
」
は
、
年
報
そ
の
他
を
利
用
し
て
八
年
以
後
の
諸
統
計
を
掲
げ
、
森
長
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ロ

三
郎
氏
の
「
明
治
以
後
の
死
刑
敷
」
は
、
年
鑑
を
利
用
し
て
九
年
以
後
の
敷
を

問
題
と
L
て
お
ら
れ
る
。
不
破
武
夫
氏
が
濁
文
で
書
か
れ
た
「
日
本
に
お
け
る

　
ヘ
ロ
ロ

死
刑
」
は
、
九
年
以
降
（
｝
八
七
六
年
）
五
年
聞
づ
つ
の
執
行
敷
を
あ
げ
て
お

ら
れ
る
が
、
そ
の
典
擦
と
さ
れ
た
資
料
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
わ
が
國
近
代
に
お
け
る
死
刑
の
動
向
を
研
究
せ
ん
と
す
る
場
合
、
維
新
直
後

七
年
間
に
わ
た
る
敷
字
の
室
白
は
宴
に
惜
し
む
べ
き
資
料
の
欠
猷
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
私
は
本
稿
に
お
い
て
、
當
時
の
第
二
次
的
資
料
に
も
と
づ
き
、
こ

の
期
間
に
お
け
る
死
刑
統
計
の
室
白
を
補
填
し
て
み
た
い
と
思
う
。

e
　
元
考
院
會
議
筆
記
　
明
治
九
年
＋
月
＋
三
日
。

　
　
こ
の
會
議
は
、
改
定
律
例
第
二
四
九
條
改
正
意
見
書
（
號
外
第
＋
六
號
議

　
案
）
の
審
議
で
あ
ろ
が
、
細
川
潤
一
郎
議
官
の
稜
言
中
に
、
明
治
元
年
以
降

　
六
年
ま
で
の
死
刑
歎
を
述
べ
た
一
節
が
あ
る
。
但
し
明
治
五
年
度
に
つ
い
て

　
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
（
鰍
跡
㌍
に
⑳
儲
窺
旋
儂
）
。



⇔
　
小
崎
弘
道
稿
「
懲
矯
院
ヲ
設
ケ
ザ
ル
可
力
・
フ
ザ
ル
議
」
六
合
雑
誌
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
マ
し

　
　
十
三
年
十
二
月
、
第
三
號

　
　
こ
の
論
文
は
、
わ
が
國
最
初
の
感
化
院
論
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
度
の
死

裂
が
築
髭
て
い
る
（
繋
略
詳
）

㊧
　
村
岡
良
弼
稿
「
明
治
治
罪
因
革
略
」

　
　
こ
の
論
文
の
後
記
に
、
明
治
五
年
か
ら
十
五
年
六
月
ま
で
の
死
刑
敷
が
掲

　
げ
ら
れ
て
い
る
。
九
年
か
ら
十
四
年
ま
で
の
敷
字
は
年
鑑
に
一
致
し
て
い
る

（
驕
祉
略
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ノ

㈲
　
明
治
史
要
附
銀
概
表

　
　
こ
れ
は
「
諸
表
総
テ
七
年
十
二
月
ヲ
以
テ
準
嫁
ト
爲
ス
」
と
あ
る
ご
と
く
、

　
明
治
七
年
度
の
諸
統
計
で
あ
る
が
、
行
刑
の
部
に
は
六
年
度
分
も
比
較
の
爲

　
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
融
硬
祉
略
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
10
）

㈲
　
明
治
八
年
日
本
政
表
・
刑
事
裁
判
之
部

　
　
こ
れ
は
同
年
度
の
詳
し
い
刑
事
統
計
で
あ
る
が
、
死
刑
激
に
つ
い
て
は
、

　
比
較
の
資
料
と
し
て
前
年
（
七
年
）
及
び
前
々
年
（
六
年
）
度
の
も
の
を
併

　
載
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
爾
年
度
の
勲
は
「
暴
動
事
件
に
係
る
は
除
外
」

　
と
註
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
資
料
か
ら
は
絡
勲
が
到
明
せ
ず
、
た
だ
参

　
考
資
料
に
と
ど
ま
る
（
徽
壊
祉
略
）
。

　
以
上
の
資
料
を
基
礎
に
し
て
、
左
に
各
年
度
の
死
刑
勲
を
表
示
し
て
み
よ
5
。

第
一
表

　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
々
不
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
三

小
　
崎

明
治
初
年
の
死
刑
数

村
　
岡

史
　
要

政
　
表

一

二
「
｝

四
窒

三
『
二
・
八
・
一

　1

七1六雌1四
□1

　　し　i　！
　I　i　－
　1九1　二
　t　 六　　四
　〇　　六

ミ
ニ
八

　
　
　
　
　
二
呈

　
　
　
　
　
　
染
二

　
　
　
　
副
壼

一

備
考
　
前
述
の
ご

　
　
　
数
で
あ
る

九
六
一

七
四
八

七、九

二1四＿1⊥．
一　 　／＼

と
く
、
政
表
は
暴
動
事
件
（
國
事
犯
）

が
、
滲
考
と
し
て
掲
げ
た
。

を
除
い
た

　
さ
ら
に
、
史
要
に
は
死
刑
の
種
類
別
及
び
男
女
別
も
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で

次
に
表
示
し
よ
う
。

第
二
表絞 斬 果

種

別
女

男
年

こ 六
男

六
計 『 九 三

七 ○ 三
｝

隊 年
九 2
六 ｝ E

一 ｝ 九 一　i
』　』　』　　』 一　　一　｝　 　＿ T　『　　　一　一

1

一 △五 1
1

男
七

淋
口
1 △○ 一八 ＿　　　1

　レ四九 六五 三　　

1 年
七 ，女

四 一 1
八 四 六 一　1

備
考
　
▲
印
は
死
後
刑
名
宣
告
撒

六
一

（
六
一
）



明
治
初
年
の
死
刑
撒

　
第
一
表
を
み
る
に
、
五
年
以
降
の
同
一
年
度
の
激
字
に
も
、
各
資
料
間
に
多

少
の
異
同
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
少
勲
で
あ
り
、
大
騰
に
お
い

て
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
か
な
り
の
信
愚
性
を
有
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
細
川
の
み
が
掲
げ
て
い
る
四
年
以
前
の
敷
字
に
つ
い
て

は
、
若
干
の
検
討
を
要
す
る
。
明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
縣
ま
で
の
統
治
機
構

は
、
い
わ
ゆ
る
三
治
の
制
（
府
・
縣
・
藩
）
で
あ
つ
て
、
各
藩
は
原
則
と
し
て

從
前
通
り
濁
自
の
司
法
、
行
政
を
行
つ
て
い
た
。
死
刑
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
元

年
十
月
晦
日
の
行
政
官
布
達
で
各
藩
に
も
「
勅
裁
ヲ
経
候
條
」
「
刑
法
官
へ
可

　
　
へ
1
1
）

伺
出
」
と
指
令
し
た
が
、
こ
の
指
令
も
即
時
に
實
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

新
政
府
の
統
制
力
の
強
化
に
し
た
が
い
、
逐
次
蓮
守
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
細
川
の
掲
げ
て
い
る
四
年

以
前
の
死
刑
敷
に
は
、
藩
に
お
け
る
勲
字
が
か
な
り
腕
漏
し
て
い
る
と
み
て
い

い
。
し
か
も
、
そ
の
脱
漏
は
初
期
ほ
ど
一
暦
は
げ
し
か
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
元
年
に
つ
い
て
は
、
細
川
も
刑
法
官
關
係
の
み
と
明
言
し
て
い
る
。

　
次
に
、
い
ず
れ
の
資
料
も
、
そ
の
敷
字
が
執
行
敷
か
宣
告
勲
か
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
ら
が
宣
告
勲
（
第
一
審
の
絡
局
判
決
籔
）

で
あ
る
と
考
え
た
い
。
何
と
な
れ
ば
、
第
二
表
の
七
年
度
の
項
に
「
死
後
刑
名

宣
告
籔
」
と
し
て
若
干
敷
が
内
鐸
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
史
要
の
敷
字

全
膣
が
「
宣
告
敷
」
で
あ
る
こ
と
を
推
察
せ
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
十
五

年
の
治
罪
法
施
行
以
前
に
お
い
て
も
刑
事
上
告
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
不
完

全
で
あ
つ
た
こ
と
と
て
、
宣
告
歎
は
ほ
と
ん
ど
・
て
の
ま
ま
確
定
判
決
数
で
あ

り
、
死
後
宣
告
の
例
外
を
除
い
て
は
執
行
籔
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
た
と
み
て
よ
か

　
・
麓
“

ろ
う
。
　
（
完
）

六
二

（
六
二
）

（
1
）
　
憲
法
類
編
第
二
十
・
第
一
編
國
法
部
第
十
四
巻
治
罪
法
三
二
枚
目
以

　
下
。

（
2
）
　
司
法
省
調
査
部
・
我
國
犯
罪
統
計
の
歴
史
的
考
察
e
、
法
曹
會
雑
誌

　
第
一
九
巻
（
昭
和
一
六
年
）
第
三
號
一
六
頁
。

（
3
）
　
明
治
三
十
二
年
以
後
に
は
「
行
刑
統
計
年
報
」
も
あ
る
。

（
4
）
警
察
研
究
第
一
＝
巻
（
昭
和
二
五
年
）
第
二
號
一
九
頁
以
下
。
な
お
、

　
同
氏
著
「
死
刑
」
法
學
理
論
編
⑳
四
三
頁
以
下
も
同
じ
。
因
み
に
卒
野
氏

　
が
年
報
を
利
用
し
て
掲
げ
て
お
ら
れ
る
九
年
ー
1
十
一
年
の
死
刑
敷
に

　
は
若
干
の
誤
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
年
の
三
七
八

　
人
、
十
年
の
一
三
五
入
、
十
一
年
の
一
六
九
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
｝
三
人
、

　
二
五
人
、
六
人
の
國
事
犯
死
刑
が
加
算
さ
れ
て
い
な
い
（
九
年
綜
計
表
・

　
刑
事
訴
訟
第
五
五
表
。
十
年
綜
計
表
・
刑
事
訴
訟
第
五
六
表
第
五
九
表
。

　
司
法
省
第
四
刑
事
統
計
年
報
・
第
六
部
第
二
九
號
等
参
照
）
。
　
國
事
犯
事

　
件
は
特
別
の
裁
判
所
が
管
轄
し
て
い
た
た
め
に
、
一
般
犯
罪
の
統
計
と
は

　
別
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
國
事
犯
死
刑
撒
を
、
一
般
犯
罪
の
死
刑
数
に
合

　
計
す
る
と
、
九
年
～
－
十
四
年
の
敷
は
、
年
報
と
年
鑑
と
が
完
全
に
一
致

　
す
る
。
明
治
十
五
年
、
奮
刑
法
及
び
治
罪
法
施
行
後
の
撒
は
、
雨
者
に
か

　
な
り
の
異
同
が
あ
P
、
年
鑑
の
方
が
大
豊
に
お
い
て
各
年
度
共
に
多
い
。

　
年
鑑
は
第
】
審
の
終
局
判
決
勲
、
年
報
は
確
定
判
決
轍
と
も
思
わ
れ
る
が
、

　
識
者
の
御
教
示
を
賜
り
た
い
。

（
5
）
　
法
律
新
聞
第
四
三
六
三
號
（
昭
和
十
四
年
）
　
一
九
頁
以
下
。

（
6
）
臼
、
・
一
、
目
巧
p
”
｝
）
凶
Φ
一
、
a
①
錺
訂
鋒
①
ぎ
鼠
犀
コ
密
8
」
ゆ
ぎ
●

　
肥
ひ
鱗
。
閃
9
曽
一
お
o
o
o
o
｝
¢
曽
⑦
崩
．

（
7
）
　
明
治
丈
化
全
集
・
杜
會
篇
四
〇
六
頁



（
8
）
　
法
制
論
纂
・
績
篇
コ
ニ
頁
。

（
9
）
　
明
治
史
要
・
附
録
概
表
（
東
大
版
）
三
三
頁
。

（
1
0
）
　
刑
務
協
會
編
「
目
本
近
世
行
刑
史
稿
」
下
巻
四
四
八
頁
以
下
。
横
瀬

　
夜
雨
編
「
太
政
官
時
代
」
七
五
三
頁
以
下
等
。

（
11
）
　
全
丈
は
法
規
分
類
大
全
・
刑
法
門
e
刑
法
総
二
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
＋
五
年
以
後
の
数
字
に
は
、
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
年
鑑
と
年
報
と

　
が
、
九
年
ー
十
四
年
の
敷
字
が
一
致
し
て
い
る
理
由
は
（
前
註
4
参
照
）
、

　
そ
の
期
間
内
の
第
｝
審
死
刑
判
決
が
、
す
べ
て
そ
の
ま
x
確
定
判
決
で
あ

　
つ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明
治
初
年
の
死
刑
数

六
三

（
六
三
）


